
虎
明
本
狂
言
詞
章
に
お
け
る
語
形
が

　
　
　
　
注
目
さ
れ
る
語
詞
の
若
干
に
つ
い
て

さ
ら
（
脇
狂
言
序
ー
オ
ー
）
　
「
更
に
」
の
意
。
各
類
の
は
じ
め
の
序
文
い
ず
れ
も

　
「
さ
ら
」
に
作
る
。
「
上
手
と
下
手
は
、
性
か
は
る
べ
し
や
。
さ
ら
其
儀
に
あ
ら

　
ず
」
（
わ
ら
ん
べ
草
三
」
。
平
田
篤
胤
の
『
古
道
大
意
』
の
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る

　
か
ら
、
大
蔵
虎
明
の
個
人
的
な
用
語
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

　
ろ
う
。
「
な
お
な
お
」
1
「
な
お
」
、
「
は
や
ば
や
」
1
「
は
や
」
、
「
よ
く
よ
く
」

　
一
「
よ
く
」
に
類
推
し
て
、
「
さ
ら
さ
ら
」
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
俗
語
形
で
あ
ろ

　
う
。

そ
さ
の
お
の
御
子
（
夷
大
黒
2
ウ
2
）
　
、
清
原
宣
賢
自
筆
『
日
本
書
紀
抄
』
後
抄
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
サ
ノ
ヲ
ノ

　
に
は
、
原
典
部
に
「
素
蓋
鳴
尊
」
（
左
傍
「
ス
　
安
氏
説
」
）
（
上
3
2
オ
）
と
仮
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
サ
ノ
ヲ

　
が
あ
り
、
抄
文
中
に
「
跣
云
素
菱
鳴
或
作
二
進
雄
」
と
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
万
葉
仮
名
「
素
」
字
に
よ
っ
て
「
ソ
」
形
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
イ

　
ツ
モ
ノ
大
社
ト
祇
園
ト
ハ
同
前
也
ソ
サ
ノ
ヲ
ノ
尊
ナ
リ
」
（
天
理
図
書
館
蔵
日
本

　
神
号
芸
事
也
）

ヤ
ド
へ
○
「
カ
ヘ
ラ
フ
ト
」
（
右
傍
補
入
）
ド
云
テ
（
夷
大
黒
3
ウ
ー
0
）
　
「
ウ
」
に

　
後
続
す
る
助
詞
「
ト
」
が
連
濁
を
起
こ
す
こ
と
ば
室
町
時
代
に
珍
し
い
こ
と
で
は

　
な
い
。
「
今
雨
必
ズ
フ
ラ
ウ
ド
云
ゾ
」
（
土
井
本
周
易
抄
一
）
な
ど
。
鈴
木
博
『
周

柳

田
　
　
征
　
　
司

　
（
国
語
学
研
究
室
）

　
易
抄
の
国
語
学
的
研
究
』
（
清
文
堂
　
一
九
七
二
・
三
）
参
照
。
し
か
し
、
本
資

　
料
の
場
合
、
「
と
う
ど
」
「
ち
や
う
ど
」
な
ど
副
詞
の
例
、
な
ら
び
に
「
百
薬
の
長

　
ど
し
て
」
（
餅
酒
）
の
名
詞
の
例
は
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
助
動
詞
「
う
」
に

　
後
続
す
る
「
と
」
が
連
濁
し
た
例
は
他
に
認
め
ら
れ
な
い
。
規
範
的
な
表
現
と
し

　
て
は
清
音
形
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ぽ
、
こ
の
「
ド
」
は
上
の
「
ヤ

　
ド
」
に
ひ
か
れ
て
誤
っ
て
濁
点
を
付
し
た
も
の
で
、
補
血
が
「
ト
」
ま
で
書
い
て

　
い
る
の
は
、
そ
れ
を
訂
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

う
れ
し
ゆ
御
ざ
る
（
連
歌
毘
沙
門
5
オ
2
）
　
形
容
詞
連
用
形
の
ウ
音
便
形
を
短
呼

　
す
る
例
は
、
ク
活
用
の
例
で
は
あ
る
が
、
ほ
か
に
も
見
え
る
。
「
こ
ゑ
を
ひ
く
う

　
た
ふ
」
（
千
鳥
）
「
お
も
し
ろ
ご
ざ
っ
た
」
（
同
）
。
『
捷
解
新
語
』
に
見
え
る
シ
ク

　
活
用
形
容
詞
「
う
れ
し
御
ざ
る
」
（
二
）
「
め
づ
ら
し
ご
ざ
る
」
（
三
）
は
、
更
に

　
転
化
し
た
形
で
あ
る
。
本
資
料
で
は
、
「
う
れ
し
う
御
ざ
る
」
の
形
が
普
通
に
用

　
い
ら
れ
て
い
る
（
張
だ
こ
・
三
本
の
柱
ほ
か
）
か
ら
、
規
範
の
形
と
し
て
は
長
音

　
形
で
あ
り
、
短
呼
形
が
た
ま
た
ま
こ
こ
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ

　
る
。

あ
っ
は
（
連
歌
毘
沙
門
5
ウ
4
）
　
あ
っ
ぱ
。
感
歎
し
た
時
や
驚
い
た
時
に
発
す
る

4
1

虎
明
本
狂
言
詞
章
に
お
け
る
語
形
が
注
目
さ
れ
る
語
詞
の
若
干
に
つ
い
て



柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

　
感
動
詞
。
「
あ
っ
ば
れ
」
の
転
じ
た
も
の
か
。
或
は
後
掲
の
「
わ
っ
ぱ
」
と
も
か

　
か
わ
り
が
あ
る
か
。

み
う
（
連
歌
毘
沙
門
6
オ
8
）
　
み
よ
う
。
「
み
る
」
（
見
）
に
助
動
詞
「
う
」
が
つ

　
い
た
形
は
ウ
墨
形
の
「
ミ
ュ
ウ
」
で
現
わ
れ
、
「
ミ
ョ
ウ
」
「
ミ
ヨ
ウ
」
の
例
は
見

　
え
な
い
。
「
ミ
ョ
ゥ
」
は
オ
段
長
音
の
開
合
が
混
同
し
て
生
ま
れ
る
形
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
語
幹
が
二
音
節
以
上
の
語
の
場
合
は
、
「
こ
り
「
や
」
（
右
翼
補
入
）
う
」

　
（
悪
太
郎
）
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
「
コ
リ
ュ
ウ
」
と
「
コ
リ
ョ
ウ
」
と
両
形

　
が
行
わ
れ
て
い
た
。
助
動
詞
「
よ
う
」
は
「
居
る
」
（
亡
八
擾
・
麻
生
・
附
子
な

　
ど
）
「
射
る
」
（
が
ん
つ
ぶ
て
・
禁
野
・
い
文
字
な
ど
）
に
接
続
す
る
場
合
に
限
ら

　
れ
て
い
る
。
語
幹
を
保
持
す
る
た
め
に
「
よ
う
」
が
生
じ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
「
い
き
よ
う
」
（
生
、
文
山
だ
ち
）
「
き
や
う
」
（
着
、
米
市
）
「
し
よ
う
」
（
蚊
相

　
撲
）
な
ど
は
「
イ
キ
ョ
ウ
」
「
キ
ョ
ウ
」
「
シ
ョ
ウ
」
で
あ
ろ
う
。
大
塚
光
信
「
助

　
動
詞
ヨ
ウ
に
つ
い
て
　
　
そ
の
成
立
と
性
格
　
　
」
（
国
語
国
文
　
一
九
六
三
・

　
四
）
参
照
。

ぽ
い
や
う
て
（
連
歌
毘
沙
門
6
ウ
5
）
　
奪
い
合
う
て
。
語
頭
狭
母
音
が
脱
落
し
て
、

　
濁
音
が
語
頭
に
立
っ
た
例
は
「
溶
化
」
に
「
ど
こ
も
と
」
の
例
が
あ
る
。
「
だ
く
」

　
（
抱
）
「
ば
ら
」
（
薔
薇
）
な
ど
が
濁
音
形
で
定
着
し
た
の
に
、
「
ぼ
う
」
が
一
部

　
の
方
言
の
場
合
を
除
い
て
定
着
し
な
か
っ
た
の
は
、
活
用
形
式
は
違
う
け
れ
ど
も

　
「
い
ぼ
う
」
（
噺
）
が
存
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
の
連
用
形
「
い
ば
え
」
は

　
「
い
ぼ
い
」
に
転
化
し
や
す
か
っ
た
。

な
ん
ば
（
連
歌
毘
沙
門
7
オ
6
）
　
南
蛮
。
字
音
語
の
入
声
音
・
促
音
や
語
末
の
擬

　
音
を
脱
落
さ
せ
て
和
語
ら
し
い
形
に
し
ょ
う
と
す
る
動
き
の
一
つ
の
現
わ
れ
と
見

　
ら
れ
る
。
本
資
料
に
は
、
「
お
ぶ
く
」
（
仏
供
、
福
の
神
）
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ

　
の
動
き
に
対
し
て
誤
れ
る
回
帰
が
起
ぎ
た
も
の
が
「
が
し
ん
」
（
餓
死
）
な
ど
な

　
の
で
あ
ろ
う
か
。

け
な
り
（
連
歌
毘
沙
門
7
ウ
5
）
　
う
ら
や
ま
し
い
。
形
容
動
詞
「
け
な
り
」
は
、

　
語
幹
が
一
音
節
で
あ
る
た
め
、
接
尾
語
「
さ
」
「
げ
」
「
が
る
」
が
っ
く
時
、
そ
の

　
連
用
形
に
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
か
ら
こ
れ
が
形
容
詞
に
活
用
す
る
よ
う

　
に
な
っ
た
（
鉢
叩
ぎ
）
の
で
あ
ろ
う
。
北
原
保
雄
「
形
容
詞
「
ヒ
キ
シ
」
致

　
形
容
動
詞
「
ヒ
キ
ナ
リ
」
の
確
認
　
　
L
（
国
語
国
文
　
「
九
六
八
・
五
）
は
、

　
中
古
以
前
に
は
ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
末
に
イ
騒
音
が
立
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
こ

　
と
を
説
き
、
「
ひ
き
し
」
（
低
）
が
中
世
に
な
っ
て
現
わ
れ
る
語
で
あ
る
こ
と
を
論

　
じ
て
い
る
。
「
け
な
り
い
」
も
室
町
末
期
の
例
し
か
存
し
な
い
よ
う
で
あ
り
、
「
ひ

　
き
い
」
が
「
ひ
く
い
」
の
形
を
生
み
出
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
け
な
る
い
」
の
形

　
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
本
資
料
に
は
「
う
ら
や
ま
し
い
」
も
用
い
ら

　
れ
て
い
る
。

わ
っ
は
と
（
餅
酒
1
4
ウ
8
）
　
「
＜
僧
℃
℃
讐
O
・
副
詞
。
大
声
を
あ
げ
た
り
、
騒
い
だ

　
り
す
る
様
子
。
例
え
ば
、
ワ
ッ
バ
ト
ワ
メ
ク
。
」
（
日
葡
）
。
「
煩
－
喧
ハ
暑
イ
コ
ト

　
ニ
ワ
ヅ
ラ
ウ
テ
ワ
ツ
ハ
ト
ア
ラ
暑
ヤ
ト
五
壇
ガ
カ
マ
ビ
ス
シ
イ
心
ゾ
」
（
詩
学
大

　
成
抄
五
）
「
手
浅
ナ
ル
ワ
ツ
ハ
ト
言
廻
ル
人
ニ
モ
隠
密
ス
ベ
シ
」
（
本
福
寺
念
書
）

御
め
ん
な
れ
（
餅
酒
1
5
ウ
3
）
　
「
御
免
あ
れ
」
が
連
声
を
起
こ
し
た
も
の
。
短
資

　
料
で
は
連
声
が
表
記
上
に
現
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
い
が
、
こ
の
表
現
は
連
声
形

　
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
比
較
的
多
い
。
北
原
・
吉
見
『
狂
言
記
拾
遺
の
研
究
』

　
は
、
『
狂
言
記
』
の
例
に
つ
い
て
、
「
成
る
」
と
い
う
語
構
成
意
識
が
あ
っ
た
た
め

　
と
解
し
て
い
る
。

や
ら
ん
（
餅
酒
1
9
オ
7
）
　
感
動
詞
「
や
ら
」
は
、
「
や
あ
ら
」
「
や
ら
あ
」
「
や
ら

　
ん
」
の
形
（
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
・
日
葡
）
で
も
現
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
に

　
や
あ
ら
ん
」
の
語
形
変
化
に
ひ
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

か
ん
き
ん
（
餅
酒
1
9
オ
9
）
　
寒
気
。
語
末
の
一
音
節
の
字
音
語
に
「
ん
」
を
添
加

　
し
た
例
は
中
・
近
世
に
少
な
く
な
い
。
岸
田
武
夫
「
近
世
語
に
お
け
る
轟
音
添
加

　
の
現
象
に
つ
い
て
　
　
主
と
し
て
連
音
関
係
に
つ
い
て
　
　
」
（
近
代
語
研
究
七

　
一
九
八
七
・
二
）
参
照
。
本
資
料
に
は
ほ
か
に
「
が
し
ん
」
（
餓
死
、
朝
比
奈
ほ

4
2



　
か
）
「
び
く
に
ん
」
（
比
丘
尼
、
比
丘
定
ほ
か
）
の
例
が
見
え
る
。

チ
　
イ
ロ

千
尋
（
か
く
す
い
2
ー
オ
8
）
　
派
生
語
ま
た
は
複
合
語
の
下
部
要
素
の
第
一
音
節
が

　
品
行
転
呼
現
象
を
起
こ
し
た
例
は
、
こ
の
時
代
に
、
ほ
か
に
「
ヒ
ト
イ
」
（
一
日
）

　
が
存
す
る
。

む
つ
か
し
ひ
（
昆
布
柿
2
3
ウ
3
）
　
面
倒
く
さ
く
て
、
厄
介
で
あ
る
意
。
第
二
音
節

　
は
清
音
。
な
お
、
小
早
川
本
（
古
典
文
庫
）
に
は
濁
音
形
「
む
つ
か
し
」
が
見
え

　
る
。
ミ
ヤ
ウ
（
雁
鴻
金
2
5
ウ
4
）
　
「
名
代
」
の
略
語
。
筑
紫
の
奥
に
も
例
が
見
え
る
。

　
天
正
本
狂
言
に
ぱ
「
て
い
」
（
亭
主
）
「
ぬ
す
」
（
盗
人
）
「
あ
を
」
（
仰
け
）
の
略

　
語
が
見
え
る
。
蔵
野
嗣
久
「
国
語
資
料
と
し
て
の
天
正
狂
言
本
に
つ
い
て
　
　
音

　
韻
表
記
の
特
徴
を
中
心
に
　
　
」
（
国
語
国
文
論
集
3
　
一
九
七
二
・
六
）
参
照
。

み
ね
ん
ぐ
う
（
三
人
夫
2
8
ウ
3
）
　
御
年
貢
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
に
は

　
「
ゴ
ネ
ン
グ
」
の
形
が
見
え
る
。
「
ね
ん
ぐ
う
」
と
長
音
化
し
た
例
は
、
本
資
料

　
の
他
の
と
こ
ろ
に
も
少
な
く
な
い
。
ト
書
ぎ
の
部
分
に
も
見
え
る
（
筑
紫
の
奥
）
。

ま
ん
ま
と
ぬ
か
れ
て
（
末
広
が
り
4
ー
オ
9
）
　
「
う
ま
う
ま
と
」
の
転
で
、
首
尾
よ

　
く
物
事
を
し
お
う
す
こ
と
を
表
わ
す
が
、
受
身
表
現
の
場
合
に
は
、
も
の
の
見
事

　
に
何
事
か
を
さ
れ
る
こ
と
を
表
わ
す
。
「
今
ま
で
ま
ん
ま
と
た
ら
さ
れ
た
」
（
墨
塗
）

か
ま
ひ
て
（
鎧
4
5
オ
8
）
　
「
構
へ
て
」
の
転
。
こ
の
時
代
に
は
、
1
巴
Φ
が
1
巴
に

　
転
じ
る
こ
と
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
本
資
料
に
も
、
「
か
い
る
」
（
ぬ
ら
ぬ
ら
、
蛙
、

　
た
だ
し
、
見
ぜ
消
ち
と
し
、
「
へ
」
に
訂
す
）
の
例
が
見
え
る
。

名
お
り
（
宝
の
槌
5
2
ウ
6
）
　
名
折
れ
。
不
名
誉
。
虎
禽
鳥
で
は
「
名
お
れ
」
（
岩

　
波
文
庫
上
＝
二
〇
頁
）
と
見
え
る
。

　
　
　
　
を

御
ふ
し
ん
の
（
宝
の
槌
5
2
ウ
8
）
　
「
御
書
請
を
」
の
連
声
の
形
に
、
原
形
を
叢
記

　
し
た
も
の
。
本
資
料
に
お
い
て
は
連
声
が
表
記
の
上
に
ま
で
示
さ
れ
て
い
る
例
は

　
あ
ま
り
多
く
な
い
。

じ
ゃ
あ
っ
た
（
目
近
籠
骨
5
6
ウ
9
）
　
「
に
て
あ
っ
た
」
の
転
化
形
と
し
て
は
「
じ

虎
明
本
狂
言
詞
章
に
お
け
る
語
形
が
注
目
さ
れ
る
語
詞
の
若
干
に
つ
い
て

　
や
っ
た
」
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
資
料
で
は
「
じ
ゃ
あ
っ
た
」
「
じ

　
や
あ
ら
う
」
の
形
で
現
わ
れ
る
。
「
で
あ
っ
た
」
「
で
あ
ら
う
」
の
転
と
す
る
説
も

　
あ
る
が
、
こ
の
形
は
、
「
御
ざ
あ
る
」
「
御
ざ
る
」
が
並
存
す
る
現
象
に
ひ
か
れ
て
、

　
生
ま
れ
た
形
な
の
で
あ
ろ
う
。
形
容
詞
の
場
合
に
も
そ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
の

　
で
ぎ
る
例
が
存
す
る
こ
と
は
、
「
棒
縛
り
」
の
「
よ
か
あ
ら
ふ
」
を
参
照
。
た
だ
、

　
「
じ
ゃ
っ
た
」
「
じ
ゃ
ら
う
」
の
形
が
本
資
料
に
一
例
も
存
し
な
い
点
に
問
題
を

　
残
す
。

よ
ぼ
つ
て
（
目
近
籠
骨
5
7
オ
9
）
　
前
行
に
は
「
よ
ぽ
x
つ
て
」
と
あ
り
、
他
の
と

　
こ
ろ
で
も
そ
の
形
で
見
え
る
。
そ
の
転
化
形
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
、

　
「
呼
び
合
ふ
」
の
転
の
「
よ
ば
ふ
」
と
混
同
す
る
。
誤
写
で
あ
ろ
う
。

び
っ
く
り
と
す
る
（
目
近
言
責
6
ー
オ
9
）
　
虎
丁
丁
で
は
す
べ
て
こ
の
形
で
現
わ
れ

　
る
。
こ
れ
に
対
し
て
虎
寛
平
で
は
「
び
っ
く
り
す
る
」
の
形
も
一
例
見
え
る
。

念
を
い
っ
た
（
三
本
の
柱
6
3
ウ
2
）
　
「
名
を
つ
い
た
」
（
昆
布
柿
）
な
ど
の
「
ヲ
格

　
＋
自
動
詞
」
表
現
の
一
種
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
次
行
に
「
御
念
の
い
っ
た
」
と

　
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
見
て
、
「
念
の
い
っ
た
」
を
連
声
と
意
識
し
、
誤
っ
た
回
帰
を

　
生
じ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

て
ち
だ
い
（
三
本
の
柱
6
4
ウ
ー
）
　
手
伝
い
。
8
言
α
巴
は
、
狭
母
音
u
を
は
さ
ん

　
で
、
同
じ
歯
茎
音
t
・
d
が
存
す
る
た
め
に
促
音
化
し
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　
そ
こ
に
滋
。
箆
。
（
越
度
）
の
よ
う
な
入
声
音
の
語
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
に
類
推

　
し
て
潔
Φ
巳
巴
」
　
（
日
葡
辞
書
）
の
形
を
生
じ
た
。
開
音
節
化
が
進
ん
で
、
二
〇
学

　
山
。
と
と
も
に
仁
。
け
冒
。
が
行
わ
れ
る
と
、
8
島
α
』
の
形
も
行
わ
れ
た
も
の
と

　
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

お
も
た
い
（
三
本
の
柱
6
4
ウ
5
）
　
「
重
き
を
お
も
た
ぎ
お
ぼ
た
い
」
（
片
言
）

し
ん
ぜ
て
（
薬
水
6
9
ウ
ー
）
　
進
じ
て
。
7
ー
オ
8
に
は
「
し
ん
じ
」
と
あ
る
。
本
来

　
は
サ
変
動
詞
で
あ
る
が
、
下
二
段
に
も
活
用
し
て
い
る
。
類
義
の
「
ま
ら
す
」
（
参
）

　
が
下
二
段
と
サ
変
と
両
形
存
す
る
の
に
類
推
し
た
も
の
か
。
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

こ
し
め
せ
（
薬
水
7
3
オ
7
）
　
「
聞
こ
し
め
す
」
の
音
転
化
形
。
同
音
k
が
反
復
さ

　
れ
る
こ
と
を
背
景
に
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
は
、

　
「
聞
こ
し
め
す
」
と
比
べ
て
、
　
「
O
o
×
巨
Φ
釜
　
（
こ
し
め
す
）
は
同
じ
意
味
で
あ

　
っ
て
、
敬
意
の
度
合
が
劣
る
」
（
無
二
）
と
し
て
い
る
。
本
資
料
に
は
、
「
き
こ
し

　
め
す
」
一
二
例
、
「
こ
し
め
す
」
一
三
例
が
見
え
る
。
「
ぎ
こ
し
め
す
」
の
用
例
の

　
う
ち
九
例
は
「
聞
く
」
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
三
例
は
、
飲
食
す
る
意
で
用
い

　
ら
れ
て
お
り
、
大
名
が
釈
尊
の
行
為
（
文
蔵
）
、
舅
が
延
喜
の
帝
の
行
為
（
岡
太

　
夫
）
、
臣
下
が
帝
王
の
行
為
（
橘
）
に
つ
い
て
用
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
こ

　
し
め
す
」
の
方
は
、
全
例
飲
食
の
意
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
の
孫
が
祖
父
の

　
行
為
に
つ
い
て
用
い
た
ほ
か
、
饅
頭
売
が
客
（
饅
頭
）
、
智
が
船
頭
（
船
渡
智
）
、

　
茶
屋
が
客
の
出
家
（
二
例
、
犬
山
伏
）
、
為
朝
が
姫
鬼
（
三
例
　
首
引
）
、
檀
那
が

　
出
家
（
魚
説
教
）
、
妻
が
夫
の
勾
頭
（
猿
座
頭
）
、
後
家
が
住
持
（
寝
替
・
時
）
、

　
の
行
為
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
用
い
て
お
り
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
言
う
敬
意
の
度
合
い

　
の
違
い
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
例
太
郎
冠
者
が
主
に
つ
い
て
用
い
た
例
（
鈍

　
根
草
）
が
あ
る
が
、
か
ら
か
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
語
に
つ
い
て
は
、
亀

　
井
孝
「
敬
語
「
こ
し
め
す
」
に
つ
い
て
」
（
国
語
と
国
文
学
　
一
九
三
五
・
一
＝

　
同
「
鐘
楼
蠕
幅
録
」
二
橋
論
叢
4
0
・
1
　
一
九
五
八
・
七
）
参
照
。

む
ま
ひ
（
薬
水
7
3
オ
9
）
　
本
資
料
で
は
、
「
ま
」
又
は
「
め
」
が
後
続
す
る
場
合

　
の
語
頭
の
U
は
、
「
馬
」
「
梅
」
の
場
合
は
「
む
ま
」
「
む
め
」
と
表
記
さ
れ
て
い

　
る
。
「
美
味
い
」
は
、
「
む
ま
い
」
が
多
く
、
「
う
ま
い
」
の
例
も
存
す
る
。
「
生
ま

　
る
」
「
埋
め
」
は
、
「
む
」
「
う
」
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
（
た
だ
し
、
「
埋
め
」
の
例

　
は
少
な
い
）
。

し
ひ
た
る
（
煎
じ
物
8
0
オ
5
）
　
山
本
東
本
「
し
い
た
る
」
。
「
し
た
る
」
の
長
音
化

　
と
見
る
説
と
、
「
仕
入
れ
た
る
」
の
誤
写
説
と
が
あ
る
。
「
ひ
」
の
仮
名
が
用
い
ら

　
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
見
て
、
「
仕
入
れ
」
説
は
無
理
か
。
「
強
い
た
る
」
で
、
強

　
く
煎
じ
た
こ
と
か
。

つ
く
し
う
じ
（
牛
馬
8
5
オ
7
）
　
「
心
を
尽
く
し
」
に
「
筑
紫
牛
」
を
か
け
る
。
単

　
独
形
は
清
音
「
ウ
シ
」
で
あ
る
が
、
複
合
語
に
な
る
と
濁
音
形
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
「
め
う
じ
」
（
8
5
オ
9
）
「
は
や
う
じ
」
（
8
6
オ
4
）
「
こ
う
じ
」
「
車
う
じ
」
「
鼻
切
．

　
れ
う
じ
」
（
以
上
日
葡
辞
書
）
。
な
ぜ
濁
音
形
に
な
る
の
か
は
未
詳
。

す
は
ぶ
き
（
牛
馬
8
6
オ
2
）
　
せ
き
ば
ら
い
。
『
日
葡
辞
書
』
に
は
「
ω
β
轟
σ
自
ρ
挫

　
或
は
、
そ
れ
に
ま
さ
っ
た
言
い
方
と
し
て
×
山
僧
げ
ロ
ρ
帥
・
」
と
、
古
形
の
方
を
規
範

　
に
か
な
っ
た
言
い
方
と
認
め
て
い
る
。

ど
っ
く
（
鍋
八
棲
8
9
オ
6
）
　
う
ち
た
た
く
。
「
ど
う
つ
く
」
（
日
葡
辞
書
）
の
短
呼

　
形
。
に
ぎ
は
ひ
（
鍋
補
肥
9
ー
ウ
ー
）
　
「
に
ぎ
は
ひ
」
の
転
。
餌
‡
轟
の
変
化
を
背
景
に
、

　
「
合
フ
」
を
連
想
し
た
も
の
か
。

ら
い
じ
や
う
（
唐
相
撲
9
3
ウ
ー
0
）
　
謡
曲
・
狂
言
の
雛
子
の
一
。
「
間
の
出
羽
に
、

　
太
鼓
に
習
あ
り
。
ら
ん
じ
ゃ
う
、
ら
い
じ
や
う
、
つ
ど
う
、
か
ど
ま
ぶ
り
と
云
て
、

　
打
分
あ
り
」
（
わ
ら
ん
べ
草
二
）
。
「
ら
い
じ
ょ
」
（
来
序
）
が
原
形
で
、
「
声
」
字

　
に
ひ
か
れ
て
長
音
化
し
た
も
の
か
。

わ
こ
れ
う
（
老
武
者
9
7
ウ
ー
1
）
　
対
称
の
代
名
詞
。
和
御
寮
。
本
資
料
で
は
、
そ
の

　
転
化
形
「
わ
ご
り
ょ
」
が
普
通
に
用
い
ら
れ
、
長
音
形
は
三
例
（
こ
こ
の
例
、
八

　
幡
の
前
、
増
悪
の
「
わ
ご
り
ゃ
」
は
「
う
」
脱
か
）
見
え
る
に
過
ぎ
な
い
。

せ
い
ず
れ
ぽ
（
老
武
老
9
9
オ
9
）
　
制
す
れ
ば
。
「
制
」
は
η
韻
尾
で
は
な
い
か
ら
、

　
「
ず
」
の
濁
点
は
誤
写
か
。

ま
と
こ
ろ
（
連
歌
十
徳
鵬
オ
ー
）
　
政
所
。
『
日
葡
辞
書
』
に
は
「
ま
ど
こ
ろ
」
「
ま

　
ん
ど
こ
ろ
」
両
形
が
見
え
る
。

禅
ヒ
ト
ィ
ス
ヲ
フ
（
大
名
狂
言
目
次
）
　
「
一
重
素
襖
」
の
転
化
形
。
『
篇
目
次
第
』
に
は

　
「
禅
」
字
に
「
ヒ
ト
ヘ
キ
ヌ
」
の
訓
が
あ
る
。

か
ち
ん
（
麻
生
4
オ
2
）
　
「
褐
」
の
字
音
の
開
音
節
化
形
「
か
ち
」
に
「
ん
」
の

　
添
加
し
た
も
の
。
濃
い
紺
色
。
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と
り
わ
け
（
四
相
撲
4
ー
オ
2
）
　
本
資
料
に
は
「
と
り
わ
ぎ
」
三
例
、
「
と
り
わ
け
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
っ
し
て

　
二
例
、
「
と
り
分
」
　
一
例
、
「
取
分
て
」
　
一
例
が
見
え
る
。
「
別
而
と
い
ふ
を
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ら
エ

　
わ
き
と
や
は
ら
げ
て
い
ふ
が
聞
よ
う
侍
る
と
云
り
。
そ
の
と
り
わ
き
を
と
り
わ
け

　
と
い
ふ
は
如
何
」
（
片
言
）

あ
ら
く
も
し
い
（
薫
習
4
3
ウ
ー
0
）
　
「
荒
く
ま
し
い
」
の
転
。
虎
寛
本
で
は
「
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
タ
　
ツ
リ
　
ノ

　
く
ま
し
い
」
（
岩
波
文
庫
上
二
三
八
頁
）
と
あ
る
。
「
暴
雲
」
（
黒
本
本
節
用
集
）

　
と
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
も
、
こ
の
形
が
あ
っ
た
か
ら
か
。

し
な
ひ
た
り
な
り
か
な
（
秀
句
傘
5
ー
オ
ー
）
　
「
し
な
ひ
た
る
な
り
か
な
」
（
花
子
）

　
の
転
か
。
「
し
な
い
た
り
」
で
感
動
詞
の
よ
う
に
使
う
の
で
、
そ
の
形
に
ひ
か
れ

　
た
も
の
か
。

ご
あ
ら
ぬ
（
粟
田
口
5
7
オ
ー
）
　
「
ご
ざ
ら
ぬ
」
の
転
化
形
。
本
資
料
に
は
「
ご
あ

　
る
」
の
例
が
ほ
か
に
も
う
一
例
「
磁
石
」
見
え
る
。
誤
写
の
可
能
性
も
な
く
は
な

　
い
け
れ
ど
も
、
湯
沢
幸
吉
郎
『
徳
川
時
代
言
語
の
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
卑
俗
な
こ

　
と
ば
と
し
て
元
禄
期
の
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
見
え
る
二
例
の
使
用

　
者
は
、
い
ず
れ
も
「
心
も
す
ぐ
に
な
ひ
者
」
で
使
用
者
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
い
。

ブ
ゲ
ン
（
粟
田
口
6
0
オ
4
）
　
分
限
。
金
持
ち
。
室
町
時
代
に
は
「
ブ
ン
ゲ
ン
」
と

　
「
ブ
ゲ
ン
」
の
両
形
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
柳
田
征
司
『
詩
学
大
成
抄
の
国

　
語
学
的
研
究
』
一
〇
七
頁
、
小
野
正
弘
「
近
世
に
お
け
る
「
ブ
ン
ゲ
ン
」
と
「
ブ

　
ゲ
ン
」
　
　
二
重
形
に
お
け
る
中
立
お
よ
び
プ
ラ
ス
の
意
味
　
　
」
（
国
語
語
彙

　
史
の
研
究
1
0
　
一
九
八
九
・
一
二
）
参
照
。

ピ
ザ
ク
瓠
（
文
蔵
7
4
ウ
8
）
　
　
「
ひ
さ
ご
」
の
音
転
化
形
。
ひ
ょ
う
た
ん
・
夕
顔
な
ど
の
総
称
。

　
「
ユ
フ
ガ
ホ
ト
イ
ヘ
ル
　
ピ
サ
ク
如
何
。
瓠
也
。
瓢
飽
モ
同
ジ
。
コ
レ
ヲ
バ
ピ
サ

　
コ
ト
イ
ヘ
ル
欺
。
田
全
日
ニ
桧
物
モ
ナ
キ
ア
タ
リ
ニ
ハ
コ
ノ
瓢
一
＝
ア
水
ヲ
バ
ク
ミ
ツ

　
カ
フ
也
」
（
名
語
記
八
）
。
ひ
さ
ご
を
杓
子
（
し
ゃ
く
し
）
と
し
て
使
う
と
こ
ろ
か

　
ら
、
「
ひ
さ
く
」
「
ひ
し
ゃ
く
」
の
形
を
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
包
瓜
ハ
論
語
ニ

　
　
　
　
　
　
カ
カ
ノ

　
包
瓜
ナ
レ
也
。
繋
テ
ク
ラ
バ
レ
ヌ
ゾ
ト
云
。
ニ
ガ
イ
ヒ
シ
ヤ
ク
（
右
傍
「
ピ
サ
コ

虎
明
本
狂
言
詞
章
に
お
け
る
語
形
が
注
目
さ
れ
る
語
詞
の
若
干
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
カ
ツ

　
ト
我
ラ
バ
云
ゾ
。
如
本
）
ヂ
ヤ
ホ
ド
三
冠
テ
食
ハ
レ
ヌ
ゾ
」
（
内
閣
文
庫
蔵
元
亀

　
本
『
周
易
抄
』
五
）
。
杓
子
の
意
の
「
ひ
し
ゃ
く
」
形
は
、
「
煎
じ
物
」
に
一
例
「
通

　
円
」
に
四
例
、
「
ひ
さ
く
」
形
は
「
長
光
」
「
磁
石
」
に
各
一
例
見
え
る
。

白
カ
ケ
レ
ハ
（
文
蔵
7
4
ウ
8
）
　
『
源
平
盛
衰
記
』
か
ら
の
引
用
で
口
語
体
の
部
分

　
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
形
容
詞
の
カ
リ
活
用
形
が
「
か
」
形
を
と
っ
て
い
る
点
で

　
注
昌
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
古
活
字
版
『
源
平
盛
衰
記
』
は
「
白
カ
リ
ケ
レ
バ
」
に

　
作
る
。
柳
田
征
司
『
室
町
時
代
の
国
語
』
、
今
野
真
二
「
大
山
祇
神
社
連
歌
に
み

　
え
る
カ
リ
活
用
形
容
詞
に
つ
い
て
」
（
松
蔭
女
子
短
期
大
学
紀
要
4
　
一
九
八
八
・

　
一
二
）
参
照
。
な
お
、
今
野
論
文
は
、
「
よ
か
あ
ら
ふ
」
（
棒
縛
）
「
よ
か
あ
ら
ふ

　
ず
る
ぞ
」
（
た
ゴ
し
、
「
か
」
を
見
せ
消
ち
と
し
、
右
傍
に
「
う
」
と
訂
す
る
、
萩

　
大
名
）
を
力
語
尾
の
可
能
性
の
あ
る
例
と
し
た
。

ぽ
Σ
う
が
し
ら
（
懇
々
頭
8
0
オ
ー
）
　
「
ぽ
奪
う
」
は
、
髪
の
乱
れ
て
い
る
さ
ま
を

　
表
わ
す
「
ぼ
う
ぼ
う
」
の
転
。
「
談
カ
カ
ミ
モ
ボ
ウ
く
ト
シ
テ
、
ハ
ダ
シ
デ
走

　
テ
操
が
所
エ
イ
テ
、
罪
ヲ
ユ
ル
シ
テ
タ
マ
ワ
レ
ト
コ
ウ
タ
ゾ
」
（
叡
山
本
玉
塵
三

　
六
）
鈴
木
博
「
雲
霞
長
音
開
合
存
疑
例
　
　
ア
イ
ソ
ウ
・
ヒ
ナ
タ
ボ
ツ
コ
ウ
・
ボ

　
ウ
く
ト
　
　
」
（
『
国
語
史
へ
の
道
』
上
　
一
二
省
堂
　

一
九
八
一
・
六
）
に
よ
る

　
と
、
「
ボ
ウ
ボ
ウ
」
は
、
草
の
よ
く
茂
っ
て
い
る
様
子
を
表
わ
す
「
．
ハ
ウ
パ
ウ
」
（
荘

　
々
）
と
、
髪
の
乱
れ
た
様
子
を
表
わ
す
「
ボ
ウ
ソ
ウ
」
（
崩
春
）
と
が
混
寵
し
た

　
も
の
か
と
い
う
。

み
ぎ
り
（
富
士
松
8
9
オ
3
）
　
「
み
ぎ
り
（
右
）
」
に
つ
い
て
は
、
山
田
忠
雄
「
ミ
ギ

　
と
ミ
ギ
リ
」
（
『
楡
二
二
言
語
・
民
族
論
叢
』
三
省
堂
　
一
九
五
三
・
五
）
が
あ
る
。

　
「
右
民
急
里
」
（
日
本
玉
繭
語
）

ひ
ん
だ
（
三
猿
9
3
ウ
ー
1
）
　
飛
騨
。
濁
音
の
前
の
鼻
母
音
を
擾
音
に
発
音
し
て
強
調

　
し
た
も
の
。

よ
か
あ
ら
ふ
（
棒
縛
皿
ウ
7
）
　
「
よ
か
ら
ふ
」
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
。
類
例
に

　
「
よ
か
あ
ら
ふ
ず
る
ぞ
」
（
「
か
」
を
見
せ
消
ち
に
し
、
右
傍
に
「
う
」
と
訂
す
る
、

4
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柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

　
萩
大
名
）
が
あ
る
。
こ
の
形
は
、
「
御
座
あ
る
」
「
御
ざ
る
」
の
二
形
が
並
存
し
て

　
い
た
こ
と
に
、
同
じ
く
「
一
O
l
a
」
形
と
い
う
こ
と
で
、
ひ
か
れ
て
、
「
よ
か

　
ら
う
」
か
ら
生
じ
て
い
た
形
で
は
な
い
か
。
「
目
近
七
里
」
の
「
じ
ゃ
あ
っ
た
」

　
参
照
。

ど
り
や
（
太
刀
奪
㎜
ウ
ー
4
）
　
「
ど
れ
く
を
ど
り
ゃ
く
」
（
片
言
）

わ
ご
り
（
武
悪
鵬
ウ
3
）
　
和
御
料
。
「
わ
ご
り
ょ
」
の
誤
写
か
と
見
ら
れ
る
が
、

　
こ
の
形
が
「
水
掛
智
」
「
猿
座
頭
」
に
も
見
え
る
。

ど
う
よ
く
な
（
武
悪
鵬
ウ
6
）
　
無
慈
悲
で
あ
る
さ
ま
。
　
「
U
O
《
0
2
・
残
忍
。

　
ヨ
U
O
嘱
o
o
o
u
㊤
．
残
忍
で
無
慈
悲
な
人
」
（
日
葡
辞
書
）
「
最
前
か
ら
色
々
の
物
か

　
せ
と
い
へ
ど
も
、
か
さ
な
ん
で
ご
ざ
る
程
に
、
ど
う
よ
く
な
者
じ
ゃ
と
ぞ
ん
ぜ
う
」

　
（
鍋
令
旨
）
も
、
文
脈
か
ら
は
欲
張
り
の
意
と
も
解
せ
る
が
、
無
慈
悲
の
意
か
。

　
村
上
雅
孝
「
ど
う
よ
く
（
胴
欲
）
ど
ん
よ
く
（
二
恩
ご
（
『
講
座
日
本
語
の
語
彙

　
1
1
語
誌
3
』
）
参
照
。

み
だ
ぎ
（
武
悪
圃
オ
8
）
　
サ
行
四
段
動
詞
「
乱
す
」
が
、
イ
音
便
を
起
こ
し
て
「
み

　
だ
い
て
」
と
な
る
と
、
力
行
動
詞
の
イ
音
便
形
と
区
別
が
つ
か
な
く
な
り
、
数
の

　
多
い
力
行
動
詞
に
も
ど
し
て
し
ま
っ
た
例
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
力
行
形
は
髪

　
を
乱
す
場
合
に
限
ら
れ
（
く
じ
罪
人
・
法
師
が
母
・
鈍
太
郎
）
て
お
り
、
そ
の
他

　
の
場
合
に
は
「
乱
す
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
み
だ
く
」
の
形
が
、

　
一
方
で
、
「
さ
ぼ
き
髪
」
な
ど
の
「
さ
ば
く
」
に
ひ
か
れ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る

　
も
の
と
見
ら
れ
る
。
「
か
み
を
み
だ
し
」
（
ば
く
ら
う
）
の
例
も
一
例
見
え
る
。
柳

　
田
征
司
「
活
用
語
の
語
幹
末
に
生
じ
た
母
音
連
続
（
続
）
（
下
）
」
（
国
語
国
文

　
一
九
八
五
・
六
）
参
照
。

ほ
お
ん
（
昊
8
ー
ウ
ー
0
）
　
ふ
く
ろ
う
の
鳴
ぎ
声
。
山
口
蛇
管
「
狂
言
の
鳥
声
吻

　
「
ほ
お
ん
」
は
領
外
か
　
　
」
（
日
本
語
学
　
一
九
八
五
・
＝
）
に
よ
れ
ば
、
「
ほ

　
ほ
ん
」
の
誤
記
。
「
臭
よ
の
ほ
＼
ん
所
か
と
し
の
暮
」
（
小
林
一
茶
『
七
番
日
記
』
）

が
し
ん
（
朝
比
奈
ー
オ
6
）
　
餓
死
。
本
資
料
に
は
七
例
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
「
地

　
獄
の
餓
死
以
て
の
外
な
（
に
）
」
と
い
う
文
脈
に
現
わ
れ
る
。
し
か
し
、
『
片
言
』

　
　
　
が
　
し

　
に
「
餓
死
を
。
が
し
ん
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
見
て
、
か
な
り
広
く
行
わ
れ
て
い

　
た
転
化
形
と
見
ら
れ
る
。
語
末
の
一
音
節
の
字
音
語
に
「
ん
」
を
添
加
す
る
例
は

　
中
・
近
世
に
少
な
く
な
い
。
「
が
し
ん
」
の
場
合
は
、
和
語
が
「
し
に
」
で
あ
る

　
こ
と
も
「
ん
」
添
加
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
。
「
な
ん
ば
」
「
か
ん
き
ん
」
の
項
参

　
照
。

も
（
朝
比
奈
3
ウ
2
）
　
も
う
。
「
今
」
の
転
じ
た
「
マ
」
が
長
音
化
し
た
「
マ
ウ
」

　
の
開
合
混
同
形
「
モ
ウ
」
。
あ
る
い
は
表
記
通
り
そ
の
短
呼
形
。

な
ひ
が
ま
（
朝
比
奈
6
オ
2
）
　
「
な
ぎ
が
ま
」
（
薬
研
）
の
イ
音
便
。
「
猪
の
目
彫

　
り
た
る
鋏
、
な
い
か
ま
、
熊
手
舟
に
か
ら
り
ひ
し
り
と
取
入
れ
て
」
（
義
経
記
四
）

お
み
に
入
か
や
ぜ
う
び
た
け
（
餌
差
1
3
オ
9
）
　
「
尉
鶴
」
（
ぜ
う
び
た
け
）
と
い
う

　
名
前
か
ら
「
老
に
入
か
や
」
と
冠
し
た
。
「
ぜ
う
び
た
け
」
は
「
ぜ
う
び
た
き
」

　
の
転
。

あ
ひ
そ
（
首
引
2
9
オ
7
）
　
従
来
「
あ
い
さ
う
」
（
愛
想
・
宮
相
）
の
転
と
さ
れ
て

　
き
た
が
、
鈴
木
博
「
オ
段
長
音
開
合
存
疑
例
　
　
ア
イ
ソ
ウ
・
ヒ
ナ
タ
ボ
ツ
コ
ウ
・

　
ボ
ウ
く
ト
　
　
」
（
『
国
語
史
へ
の
道
』
上
　
三
省
堂
　
一
九
八
一
⊥
ハ
）
は
、

　
「
愛
想
」
「
愛
相
」
の
古
い
例
が
見
つ
か
ら
ず
、
合
音
形
「
ア
イ
ソ
ウ
」
の
方
が

　
早
く
見
え
る
と
こ
ろ
が
ら
、
「
ア
イ
ソ
ウ
」
（
愛
崇
）
が
原
形
で
は
な
い
か
と
す
る
。

あ
か
が
り
（
輝
8
0
ウ
ー
）
　
あ
か
ぎ
れ
。
『
狂
言
記
』
「
あ
か
が
り
」
で
は
、
普
通
の

　
会
話
中
に
二
例
新
し
い
「
あ
か
ぎ
れ
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
題
と
歌
（
三
例
）

　
と
に
古
い
「
あ
か
が
り
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
新
し
い
「
あ
か
ぎ
れ
」
は
「
切

　
れ
」
と
見
た
民
衆
語
源
解
か
ら
生
ま
れ
た
形
か
。

ゑ
く
ぼ
が
両
の
ほ
に
（
枕
物
狂
6
5
ウ
9
）
　
「
頬
－
渦
　
但
－
覚
フ
両
　
生
「
つ
微
－
尋

　
（
披
）
　
女
房
ノ
ウ
ツ
ク
シ
イ
カ
笑
テ
両
方
ノ
ホ
ウ
ニ
ウ
ツ
ク
シ
ウ
エ
ク
ボ
ノ
ア

　
ツ
タ
コ
ソ
。
渦
一
水
ノ
ウ
ズ
ヲ
云
ソ
。
ホ
ウ
ノ
エ
ク
ボ
喫
水
ノ
ウ
ズ
ノ
マ
ウ
タ
ヤ

　
ウ
ナ
ゾ
。
マ
ル
ウ
ク
ホ
イ
ン
」
（
玉
響
五
〇
5
2
オ
）
「
ほ
」
は
長
音
形
を
短
音
形
で

4
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表
記
し
た
も
の
か
。
短
呼
形
も
存
し
た
か
。
早
く
『
名
川
記
』
に
「
ほ
」
の
例
が

　
あ
る
。

な
に
し
あ
ふ
（
皇
子
7
9
オ
ー
）
　
「
名
に
し
負
ふ
」
。
合
音
形
で
あ
る
べ
き
も
の
を
開

　
音
形
に
表
記
し
た
も
の
。
「
名
に
し
負
ふ
」
全
体
が
一
語
化
し
、
理
解
語
彙
化
し

　
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
表
記
が
生
ま
れ
た
も
の
か
と
言
う
。
山
内
洋
一
郎

　
・
『
中
世
語
論
考
』
（
清
文
堂
出
版
　
一
九
八
九
・
六
）
参
照
。
「
な
ら
の
あ
た
り
そ

　
か
す
か
な
り
け
り
　
聖
善
／
名
に
し
あ
ふ
古
き
都
の
跡
と
へ
は
　
半
肩
」
（
大
山

　
祇
神
社
連
歌
文
明
十
五
年
千
句
第
三
）

び
く
に
ん
（
若
市
鵬
オ
2
）
　
比
丘
尼
。
「
若
市
」
に
見
え
る
三
例
は
い
ず
れ
も
「
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
を
見
せ
消
ち
と
す
る
が
、
「
比
丘
定
」
の
二
例
は
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
「
比

　
く
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん

　
丘
尼
を
○
び
く
に
ん
」
（
片
言
）
。
「
人
」
を
連
想
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
餅
酒
」

　
の
「
か
ん
ぎ
ん
」
（
寒
気
）
、
「
朝
比
奈
」
の
「
が
し
ん
」
（
餓
死
）
を
参
照
。

　
　
ヲ
カ

か
な
若
（
金
若
劇
毒
2
）
　
平
安
初
期
の
名
絵
師
、
巨
勢
金
岡
。
「
か
な
わ
か
」
と

　
も
発
音
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
「
彼
清
涼
殿
ノ
画
図
ノ
御
障
子
ニ
一
昔
シ
金
若
力

　
書
ケ
ル
遠
山
ノ
月
モ
有
ト
カ
ヤ
」
（
屋
代
本
平
家
物
語
一
）
。
田
口
和
夫
「
狂
言
の

　
こ
と
ば
口
」
（
国
立
能
楽
堂
　
一
九
八
八
・
八
）
参
照
。

ち
ょ
う
（
悪
坊
4
0
ウ
6
）
　
「
じ
ょ
ら
う
」
（
助
老
）
の
転
化
形
。
　
「
H
9
◎
座
敷

　
（
N
ミ
尽
ミ
）
で
老
人
や
そ
の
他
の
人
々
に
用
い
ら
れ
る
、
短
く
て
小
さ
い
杖
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
よ
ら
う

　
う
な
物
で
、
下
顎
を
そ
の
上
に
も
た
せ
か
け
て
支
え
る
物
」
（
日
葡
辞
書
）
「
助
老

　
を
ち
ょ
う
」
（
片
言
）

お
ど
れ
は
（
悪
太
郎
4
ー
ウ
ー
8
）
　
『
騨
械
狂
言
集
総
索
引
』
は
対
称
の
人
称
代
名
詞
と

　
す
る
。
『
狂
言
記
』
正
篇
に
は
二
例
そ
の
例
が
見
え
る
が
、
虎
明
本
狂
言
は
「
お

　
の
れ
」
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
は
ト
書
き
の
部
分
で
あ
っ
て
、
上
の
「
は
や
む
れ
ば
」

　
に
対
し
て
、
「
踊
れ
ば
」
で
あ
ろ
う
。
後
に
「
お
ど
り
ね
ん
ぶ
つ
」
と
見
え
る
。

の
ば
ら
（
悪
太
郎
4
2
ウ
9
）
　
野
原
。
　
「
累
。
σ
鋤
鑓
」
　
（
日
葡
辞
書
）
「
老
馬
デ
用
ニ

　
タ
・
ヌ
ホ
ド
ニ
ゾ
。
草
－
枯
テ
原
－
野
北
風
寒
シ
野
．
ハ
ラ
ヘ
ヲ
イ
出
メ
放
ゾ
」
（
中
興

　
禅
林
風
月
集
解
3
3
熱
雲
0
）

あ
ん
な
み
（
仏
師
4
8
ウ
4
）
　
安
阿
弥
。
運
慶
の
弟
子
、
快
慶
。
こ
の
語
、
天
理
本

　
で
も
『
狂
言
記
』
正
篇
で
も
連
声
形
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
大
倉
浩
「
『
狂
言
記
』

　
（
正
篇
）
の
連
声
表
記
を
め
ぐ
っ
て
」
（
上
越
教
育
大
学
国
語
研
究
四
　
一
九
九

　
〇
・
二
）
参
照
。

月
の
野
花
の
か
げ
何
か
こ
よ
ひ
の
お
も
ひ
で
な
ら
ん
（
花
盗
人
7
2
ウ
9
）
　
謡
曲
「
泰

　
山
二
君
」
の
「
霞
の
光
、
花
の
色
、
な
に
か
今
宵
の
、
思
ひ
出
な
ら
ぬ
さ
り
な
が

　
ら
、
あ
は
れ
一
枝
を
（
下
略
）
」
に
よ
る
。
「
お
も
ひ
で
な
ら
ん
」
の
「
ん
」
は
、

　
謡
曲
の
本
文
か
ら
見
て
も
打
消
の
助
動
詞
「
ぬ
」
を
「
ん
」
と
表
記
し
た
も
の
と

　
見
ら
れ
る
。
打
消
の
助
動
詞
「
ぬ
」
を
「
ん
」
と
表
記
し
た
例
は
、
早
く
は
文
語

　
文
に
現
わ
れ
る
。

も
な
あ
る
（
鮨
庖
丁
鵬
オ
2
）
　
「
も
な
る
」
の
転
。
来
る
・
す
る
・
食
う
な
ど
の

　
意
味
を
表
わ
す
敬
語
動
詞
。
ま
た
、
～
で
あ
る
の
意
味
を
表
わ
す
補
助
動
詞
と

　
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
森
田
武
「
敬
語
「
も
な
る
」
に
つ
い
て
L
（
国
語
国
文

　
一
九
七
一
・
七
）
参
照
。

　
　
ご

ま
う
か
う
か
ひ
（
牛
博
労
囎
オ
ー
）
　
妄
語
戒
。
「
か
う
」
は
単
な
る
誤
写
の
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
ぶ
ん

　
性
が
大
き
い
が
、
『
片
言
』
に
「
所
務
を
○
し
や
う
ぶ
」
「
所
分
を
○
し
や
う
ぶ
わ

　
け
」
と
、
短
音
の
長
呼
例
が
見
え
る
か
ら
、
そ
の
可
能
性
も
残
る
。

せ
り
ふ
（
直
面
類
目
次
）
　
台
詞
。
音
転
化
の
法
則
か
ら
は
原
形
は
、
「
せ
り
あ
ふ
」

　
よ
り
ぱ
「
せ
り
い
ふ
」
が
よ
い
か
。
「
ふ
」
が
ハ
行
転
呼
を
起
こ
し
て
い
な
い
の

　
が
注
目
さ
れ
る
。

⊃
九
九
三
年
一
〇
月
一
二
日
受
理
）
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虎
明
本
狂
言
詞
章
に
お
け
る
語
形
が
注
目
さ
れ
る
語
詞
の
若
干
に
つ
い
て


